
中 

世 

一
 

般

評
者
の
個
人
的
感
想
か
も
し
れ
な
い
が
、
二
〇
ニ
ニ
年
は
良
き
に
つ
け
惡 

し

き

に

つ

け

「
節
目
」
を
感
じ
さ
せ
る
一
年
で
あ
つ
た
。
ま

ず

(比
較
的
)
 

良
い
面
か
ら
—
。

こ
こ
数
十
年
の
西
洋
中
世
史
を
、
特

に

「
国
際
標
準
化
」

の
側
面
に
お
い 

て
牽
引
し
て
き

た

二
名
の
研
究
者
の
節
目
を
記
念
す
る
論
文
集
が
刊
行
さ
れ 

た
。
春

田

直

紀

，
新
井
由
紀
夫
，
0
5

0：
力
0
味
6
編

『歴
史
的
世
界
へ
の
ア 

プ
ロ
ー
チ
』

(刀
水
書
房
、
二
〇
ニ
ー
、
以

下

『歴
史
的
^I11:
界
」
)
は
、
本
書
を
捧 

げ
ら
れ
た
鶴
島
博
和
の
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
執
筆
活
動
や
豊
富
な
共
同
研
究 

を
反
映
し
て
、
国
際
色
豊
か
な
コ
レ
ー
ガ
た
ち
が
寄
稿
し
て
い
る
。
そ
れ
に 

対
し
て
、
高

山

博

.
亀

長

洋

子

編

『中
世
ョ
ー
ロ
ッ
バ
の
政
治
的
結
合
体
』
 

(東
大
出
版
会
、
以

下

『政
治
的
結
合
体
』
)
は
、
堀
米
庸
三
、
城
戸
毅
、
樺
山
紘 

一
な
ど
の
往
年
の
「
退
官
記
念
論
集
」

の
よ
ぅ
に
、
高
山
の
デ
ィ
ス
キ
ブ 

リ
ー
が
集
結
す
る
。
た
だ
し
、
教

育

.
キ
ャ
リ

ア

的
配礅

に
よ
り
、
大
学
院 

博
士
課
程
の
学
生
や
ボ
ス
ド
ク
も
参
加
さ
せ
て
い
る
点
は
、
か
つ
て
の
も
の 

と
は
異
な
り
今
風
。
無
論
、
こ
れ
は
大
い
に
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

西
洋
中
世
史
の
よ
ぅ
な
面
倒
な
学
問
は
、

一
本
の
研
究
論
文
を
著
す
の
に 

莫
大
な
時
間
と
労
力
を
必
要
と
す
る
。
よ
っ
て
単
独
著
者
に
よ

る

「
論
文 

集
」

の
出
版
は
、
そ
の
研
究
者
に
と
っ
て
の
大
き
な
節
目
と
な
ろ
う
。
大
部 

な

井

内

敏

夫

『ポ
ー
ラ
ン
ド
中
近
世
史
研
究
論
集
』

(刀
水谨

房
)
を
ひ
も
と

ヨ

ー

ロ

ツ

バ

(中
世
—

一
般
)

い
て
み
よ
う
。
現
在
は
ロ

シ

ア

に

よ

る

ウ

ク

ラ

ィ

ナ

侵
略
戦
争
の
渦
中
に
あ 

る
が
、
ョ

ー

ロ

ッ
バ
で
も
特
興な

！
！

で
あ
る
ポ
ー

ラ
ン
ド
は
、
こ
れ
ら
の
国 

と
も
密
接
な
歷
史
的
閲
係
に
あ
る
。
そ
の
^
初
期
の
様
相
に
関
わ
る
高
度
な 

学
術
的
議
論
が
、
日
本
語
で
読
め
る
こ
と
の
有
雖
さ
を
痛
感
す
る
。
阪
西
紀 

子

『
北
欧
中
世
史
の
研
究
』

(同
)
は
、
早
逝
さ
れ
た
研
究
者
の
追
悼
で
編 

ま
れ
た
も
の
。
そ
こ
に
は
土
肥
恒
之
、
小
澤
実
、
秋

|||
晋
吾
ら
同
僚
‘
後
学 

の
温
か
い
吊
辞
が
並
び
、
厥
史
学
者
、
あ
る
い
は
西
洋
中
世
史
研
究
者
の
力 

マ
ラ
ド
リ
の
健
在
さ

を

感
じ
て
、
^
し
み
が
癒
さ
れ
よ
う
。

と
は
い
ぇ
、现

役
佌
代
の
：11常
を
見
る
と
、
世
知
辛
い
状
況
が
嫌
で
も
目 

に
飛
び
込
ん
で
く
る
。
二
〇
ニ
ニ
年
一
月
の
大
学
入
試
共
通
テ
ス
ト
の
「
世 

界
史
6
」
で
、馄

子
機
器
を
も
ち
い
た
不
正
行
為
が
起
こ
っ
た
の
は
記
憶
に 

新
し
い
が
、
く
だ
ん
の
問
題
が
两
洋
中
世
史
に
関
わ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と 

は
、
ど
れ
ほ
ど
の
読
^
が
知
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
サ
ン
"
ド
ニ 

教
会
の
王
家
の
^
棺
を
扱
っ
た
も
の
で
、
力
ぺ
一
朝
に
よ
る
王
権
の
強
化
.
 

喧
伝
の
あ
り
よ
う
を
興
体
的
に
示
す
(解
矜
も
容
易
な
)
，技
問
で
あ
っ
た
。 

よ
っ
て
、

こ
の
不
正
行
為
に
は
人
一
倍
、
残
念
な
気
持
ち
に
な
っ
た
。
「
も 

し
か
し
て
、
不
正
は
中
仳
の
問
題
だ
っ
た
か
ら
か
」
と
邪
推
し
た
く
な
る
の 

は
、
二
〇
ニ
ニ
年
度
の
^
校
一
年
生

よ

り

「
歷
史
総
合
」
が
実
施
さ
れ
た
か 

ら
か
。
か
れ
ら
が
そ
の
後
「
111:
界
史
探
究
」
を
選
択
し
な
か
っ
た
場
合
、
西 

洋
の
前
近
代
に
閲
す
る
学
校
的
な
知
識
は
、
「
中
学
社
会
」

の
ほ
ん
の
わ
ず 

か
な
記
述
に
依
存
す
る
よ
う
に
な
る
。
律

田

拓

郎

.
森

悠

人

「
令
和
3
年
発 

行
中
学
校
社
会
科
歴
史
的
分酐

の
教
科
迸
に
お
け
る
两
洋
中
近
1||：
史
の
扱
い

に
つ
い
て
」
〔
「
ョ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
^
研
究
』
二
三
)
は
、

こ
れ
を
踏
ま
え
た
リ 

ア
ル
な
調
沲
報
告
で
、

一
読
に
倘
す
る
。

三
二
五
(
八五九)



肉
薄
す
る
。
史
料
上
の
些
細
な
文
言
か
ら
、
国
王
の
統
治
実
践
や
家
臣
の
屮 

央
政
治
へ
の
参
与
、
君

主

観

.
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
な
ど
大
き
な
話
に
つ
な
が
る 

力
強
い
筆
致
に
は压

倒
さ
れ
る
。
津

田

拓

郎

は

「
い
わ
ゆ
る
ヵ
ピ
チ
ユ
ラ
リ 

ア
」
と
そ
の
管
理
.
利
用
に
閲
す
る
研
究
を
、
ド
イ
ツ
の
著
名
な
初
期
中
世 

研
究
の
雑
誌
に
載
せ
た
。

5
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3
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杉

崎

泰

一

郎

「
初
期
中
世
ガ
リ
ア
の
聖
女
伝
に
つ
い
て
の
一
考
察
」
(松 

本
悠
子
.
三
浦
麻
美
編
著
『歴
史
の
中
の
個
と
井
！"]
体
』
中
央
大
山
版
部
)
は
、
パ 

リ
の
守
護
聖
人
と
し
て
名
高
い
ジ
ユ
ヌ
ヴ
イ
エ
ー
ヴ
の
聖
女
伝
を
丹
念
に
読 

解
す
る
。
聖
マ
ル
テ
イ
ヌ
ス
伝
な
ど
他
の
テ
ク
ス
ト
と
の
比
較
に
よ
り
、
こ 

の
聖
女
の
特
異
な
位
置
付
け
や
役
割
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
長

澤

咲

耶

「
力 

ロ
リ
ン
グ
期
の
説
教
」
(『ク
リ
オ
』
三
五
.
三
六
)
は
、
中
此
初
期
を
対
象
と 

し
た
説
教
研
究
の
空
乏
を
踏
ま
え
、
ラ
バ
ヌ
ス
.
マ
ウ
ル
ス
に
よ
る
二
つ
の 

説
教
集
を
検
討
す
る
。

一
方
は
民
衆
や
教
区
司
祭
の
教
化
を门

的
と
し
た
も 

の
で
あ
り
、
他

方

は

皇

帝

(「
君
主
鏡
」)
や
廷
6
を
意
識
し
て
い
た
こ
と
が 

確
認
さ
れ
、
ヵ
ロ
リ
ン
グ
朝
の
文
化
政
策
に
お
け
る
高
位
聖
職
^

の
幅
広
い 

役
割
が
示
さ
れ
て
い
る
。
城

戸

照

子

「
八
—

一
0
10：
紀
イ
タ
リ
ア
半
島
北 

部

.
中
部
の货

幣
と
造
幣
権
力
の
多
様
性
」
(
『歴
史
的
世
界
』
)
は
、
著
者
の 

一
連
の
貨
幣
史
研
究
。
経
済
的
機
能
と
「
威
信
財
」
と
し
て
の
役
割
と
い
ぅ 

貨
幣
の
二
面
性
が
、
政
治
的
混
乱
の
時
代
.
地
域
に
お
い
て
い
か
な
る
グ
ラ 

デ
ー
シ
ヨ
ン
を
見
せ
て
い
た
の
か
を
論
じ
る
。

岡

地

稔

「
ヨ
ー
ロ
ツ
バ
中
世
の
文
字
遊
び
.
名

前

.
陪
号
」
〔
「
ア
カ
デ
ミ 

ア
』
〈南
山
大
〉
人
文
.
自
然
科
学
二
三
)
は
、
魅
力
的
な
事
例
が
平
易
に
述
べ

ヨ

ー

ロ

ツ

バ

(中
世
—
西

欧

.
南
欧
)

ら
れ
て
お
り
、
学

部

生

へ

の

誘

い

と

し

て

は冇

益

。
宮

松

浩

遊

「
ウ
ル 

ガ
ー
タ
版
聖

：| | ：

：：を
捕
ま
え
ろ
。
」

(『絆
済
社
会
研
究
』
六
二
)
、
同

「
中
世
フ
ラ 

ン

ス

.
イ

タ

リ

ア

の

「食
人
柿
」
た
ち
」
(同
)
は
、
「
位
べ
る
」
と
い
ぅ
動 

詞
を
め
ぐ
っ
て
聖
杳
学
を
探
訪
し
、

つ
い
で
そ
の
比
喩
的
表
現
を
盛
期
中
世 

以
降
の
事
例
か
ら
紹
介
す
る
。

翻
訳
等
。
加

納

修

，
小

坂

俊

介

，
村

||1
光

司

「
ヨ

ル

ダ

ネ

ス

「
ゲ
テ
ィ 

力
』
翻

訳

(
1
こ

(「東
方
キ
リ
ス
ト肿

界
研
究
」
六
)
に
よ
り
、
ゴ
ー
ト
人
に 

閲
す
る
基
本
史
料
の
待
望
の
翻
訳
が
始
ま
っ
た
。
山

本

成

生

「
「
カ
ー
ル
の 

讲

簡

の畓

し

と

’
ウ
ィ
ー
ン
四
四
九带

^
本
ヒ
ニ
昭
和
女
子
大
学
文
化
史
研 

究
」
二
四
、
二
〇
ニ
ー
)
、1

：

「
教蛊

ザ
カ
リ
ア
ス
に
よ
る
フ
ラ
ン
ク
王
国
宮 

宰
ピ
ピ
ン
宛
^
簡

(ヒ
叫
ヒ
年
)
の
解
題
と
翻
訳
」

(问

二
五
)
は
、
カ
ロ
リ 

ン
グ
朝
成
立
前
夜
の
ガ
リ
ア
教
会
の
事
悄
を
伝
え
る
。

盛

期

中

世

二

1
1

1

三
世
紀
)

渡

辺

節

夫

訳

著

『国
王
証
密
と
フ
ラ
ン 

ス
中
世
‘

(知设
侪

節
一
は
ゝ
証
逬
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
に
よ
る
史
料
翻
訳
集
。 

証讲

の
翻
訳
染
は
中
仳
史
学
徙
に
待
ち错

ま
れ
て
い
た
も
の
で
あ
り軎

ば
し 

い
も
の
の
、
補
^
説
明
や
説
解
の
手
引
き
が
不
足
し
て
お
り
、
や
や
残
念
。

藤
深
^
俊

『
フ
リ

ー

ド

リヒ
2
111
」

(卞
凡
社
)
は
、
イ

タ

リ

ア

近
現
代
史
研 

究
者
に
よ
る
ラ

イ

フ

ワ

ー

ク的
な
作
品
だ
が
、
主
要
な
ト
ピ
ッ
ク
が
簡
明
に 

記
さ
れ
て
お
り
、
カ
ン
ト
ロ
ヴ
ィ
チ
の
著
名
で
浩
瀚
な
伝
記
と
は
別
の
価
値 

が
あ
る
だ
ろ
ぅ
。

靑

山

Î N
美

子

「
中

!Î̂
フ
ラ
ン
ド
ル
伯
領
の
領
邦
統
治
」

(「政
治
的
結
合 

体
」
)
は
、
先
進
的
と
さ
れ
る
冏
伯
尚许

部
の
ー
ニ
III:
紀
の
状
況
に
迫
る
。

証

11？
に
お
け
る
証
人
欄
の
汴
列
や
川现

1
：数
、
ま
た
は
人
名
に
併
記
さ
れ
る 

肩
逬
か
ら
尚
裨
部
役
人
の
角
逐
や
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
な
ど
が
叨
ら
か
に
さ
れ
る
。

三
ニ
ヒ
(
八
六

一

)



ヨ

ー

ロ

ツ

バ

(中
世
丨
两
欧
，
商
欧
)

日
本
の
歴
史
学
界
—
あ
る
い
は
西
洋
史
学
界
—

に
お
け
る
中
沘
史
の
プ
レ 

ゼ
ン
ス
も
、
低
下
の
一
途
を
迪
っ
て
い
る
。
咋
年
は
、
戦
後三

度
！：：：

と
な
る 

〈|
碰
世
界
歴
史
〉

で
西
洋
中
此
を
扱
ぅ
二
卷
が
刊
行
さ
れ
た
。

『西
ア
ジ
ア 

と
ヨ

ー

ロ
ツ
バ
の
形
成
』

(〈同
8
〉)
と

『
ヨ

ー

ロ
ツ
バ
と
西
ア
ジ
ア
の
変 

容
』

(〈同
今
ご
で
あ
る
❶
小
澤
実
や
黒
⑴
祐
我
ら
に
ょ
る
冴
え
た
文
草
も
あ 

る
が
、
全
体
と
し
て
は
上
記
の
傾
向
を
感
じ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
関
係

 ̂

に
は
見
え
な
い
多
く
の
苦
労
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
具
体
的
な
理
11:1
を 

記
す
こ
と
は
控
え
る
が
、
や
る
せ
な
い
気
持
ち
に
な
っ
た
の
は
事
実
で
あ
る
。
 

と
は
い
え
、
前

回

の

〈|
賴
世
界
歴
史
〉
も
当
初
は
不
評
で
あ
っ
た
と
記
憶 

し
て
い
る
。
こ
の
感
想
が
、
浅
学
萍
才
な
評
者
の
杞
媞
で
あ
っ
て
ほ
し
い
も 

の
で
あ
る
。

「
節
目
」
に
は
良
い
意
味
も
あ
る
の
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
”ー

ン
ノ
’1

卜 

1

江
<
1
1
.
『中

I11:
史
と
は
何
か
』

(岩
波
沓
店
)
は
、
今
後
の
若
手
研
究 

者
の
ょ
き
羅
針
盤
と
な
る
で
あ
ろ
ぅ
。
ま
た
屮
堅
を
屮
心
と
し
て
西
洋
中
|||： 

(史
)
の
魅
力
を
伝
え
る
複
数
の
書
籍
が
現
在
企
画
さ
れ
て
お
り
、
賴
も
し 

い
限
り
で
あ
る
。
最
後
に
、
「
西
洋
中
肚
学
会
若
手
セ
ミ
ナ
ー
頭
と
舌
で 

味
わ
ぅ
中
世
の
食
文
化
」
(実
行
委员

長
松
本
涼
)
が
、

コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
細 

心
の
注
意
を
払
っ
て
開
催
さ
れ
、
研
究
者
に
限
定
さ
れ
な
い
幅
広
い
参
加
者 

を
集
め
た
こ
と
を
記
し
て
お
き
た
い
。 

(山
本
成
生
)

西

欧

.
南
欧

本
欄
で
は
、
二
〇
ニ
ニ
年
を
中
心
と
し
た
成
果
と
し
て
、
五
二
点
を
紹
介 

す
る
。
全
体
的
な
傾
，！
：や
そ
の
問
題
点
.
要

因

.
対
策
等
は
、
近

年

の

「
中

三
二
六
(
八
六0)

111-
」

の
諸
欄
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
も
の
と
ほ
ぼ
！
：じ
^
^
で
あ
る
た
め
制
愛 

す
る
。
順
序
は
対
象华

代
と
地
域
、
祝
角
な
ど
を
大
ま
か
な
枠
糾
み
と
す
る
。
 

通

史

等

西

洋

中

世

の

各

地

域

.
分
野
に
閲
し
て
、
優
れ
た
概
説
併
が
あ
い 

つ
い
で
叫
行
さ
れ
た
❶

フ
ロ
セ
ル
-
サ

バ

テ

著

-阿
部
俊
人
監
訳
一
--̂
ア
ラ
ゴ 

ン
速
合
王
国
の脓

史
』

(明
.心
押
^
)
、
イ

タ

リ

ア

史
研
究
会
編
『イ
タ
リ
ア 

セ
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
』

(附
和觉

)、
立
石
№
A *
.
黑
E

祐

我

「図

説

ス
ぺ 

イ
ン
の
歷
史

^―
つ
河
出
喪
段
新
社
べ
恥
池
雄
太
編
著

―̂
闐

説

中

世

ヨ

ー
 

ロ
ッ
バ
の
商
人
』

(同
)
な
ど
で
あ
る
。
そ
こ
に
適
切
な
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
が 

な
さ
れ
た
神
崎
忠
昭
「新

版

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
中
'III:
」

(廋
大
川
版
会
)
と
、
 

学
際
的
な
ア
ブ
ロ
ー
チ
を
採
る
赤
江
雄
一
.
岩

波

效

チ

編

矜

『中
忡
ヨ
ー 

ロ

ッ

パ

の

「
伝
統
」
』

(度
人
.
TI龉̂

文
化
研
究
所
)
も
加
え
て
お
こ
ぅ
。

初

期

中

世

佐

藤

釤

一

『
フ

ラ

ン

ク

史

0
』

(名
大
川
版
会
)
が
順
調
に
叫 

行
さ
れ
た
。
本许

は
、
メ
ロ
ヴ
ィ
ン
グ
朝
に
特
化
し
た
初
の
邦
語
の
概
説进
 

で
あ
る
が
、
史
料
と
^
新
の
研
究励

，：！
：

の
手
触
り
を
感
じ
な
が
ら
読
む
こ
と 

が
で
き
る
。
^ ：
各
が
強
調

す

る

「
坩
^ ：
に
ょ
る
優
れ
た
概
説
^
」
を
書
く
必 

要
性
を
、
中
喂
以
上
に
共
通
す
る
課
題
と
し
て
受
け
土
め
た
い
。
加
納
修

^

5ぞ
、
，

0
5：̂

1
0は
、
ヵ
ー
ル
大
帝
の
伝
記
作
家
と
し
て
有
名
な
ア
イ
ン 

ハ
ル
ト
の
押
節
と
修
逍
院
提
と
し
て
彼
が
発
給
し
た
証
迸
を
取
り
上
げ
、

一
 

人
称
の
#
数

形

.
複
数
形
の
使
い
分
け
を
論
じ
る
。
修
辞
的
な惯

習
に
因
る 

要
索
を愤

爪
に
取
り
除
く
と
、
ア
イ
ン
ハ
ル
ト
個
人
の
身
分
観
な
ど
が
透
け 

て
見
え
る
と
い
ぅ
❹
菊
地
蜇
仁
フ
恩
ホ
ど
の
剥脒

し
二
政
治
的
結
合
体
匕
は
、
 

各
稀
文
逬
に
み
ら
れ
る
威
嚇
条
頊
や
そ
の
対
象
^
を
精
#
し
、闽

王
朝
に
ま 

た
が
る
フ
ラ
ン
ク王

！
：

の
統
治
機
構
に
お
け
る
「
恩
^
」

の
内实

や
役
割
に


